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研究雑話(111)
《力ニさん歩き》にみる母指球部支持と手指の模倣

姿勢反射の発達とリスム運動の習熟 (9)

障害児教育・動作学誌上実習(29)

藤井力夫

部同月Iも利用可能で、カニさん歩き

は、アヒル歩吉より一段難しい閥

係にあります。試みるが、アヒル歩

きのままか段階2、肱朗位 。保持困

難が、 段階1ですs

アヒルの羽根・後方パラシュー卜

の利用と力ニのハサミ・手指チョキ

模倣 カニさん参きのイメージを手

指でLっかり表現できるためには(段

階4)、アヒル歩主段階7、羽相模倣

に後方パラシュートを利用できるこ

とと対応しています。後方パラシュ

卜の利岡は、足関節底周位での安定

した母指球部支持が前提です。これ

は、足底部揃えで横移動するにも、

ハサミ模倣、手指チ ョキを維持す

るためにも好都合です。

スプーンから箸への移行、及びつ

まみ箸をめぐる問題 手指機能の分

化が、足腰的安I正、とくに足底・母

指琢部支持と深く関係していたこと

に驚かされます。図Bは、スプ ン・

箸の持ち方とアヒル歩きとの発達連

関。スプーンを握って口にもってい

けるようになるのが段階2、それ以

上が段階3、箸への移行、銀り箸が

段階4、箸で食物をつまめるように

なるのが段階6、その中l叫が段階5。

保有国での昼食時に観察しました。

スプーンから密への移行は、両足と

も騒が浮上するアヒル歩き fJ!j暗4

で開始され、段階5では、全員が薯

に移行しています。箸でつまめるよ

うになるのは、アヒル歩き 段階7

で、カニさん歩きの手指模倣と対応

しています。足底母指琢部支持か

らの立ち直り、これがポイントのよ

うです。 (~tiI車道教育大学教授)

前回は、歩行運動からスキ yプ動

作への変換がどのように可能になる

か、共同運動闘係にある手足諮筋の

利用のされ};I:ついてお話Lました。

両府持ち上げ(段階 3)から、支持

も了解できます。

今回は、蹄蹴位

での横歩在、{カ

ニさん歩き}を

取り上げ、共同

運動のもう一つ

の側面、手指機

能との発達連関

についてお話し

たいと思います。

〈カこさん歩

き〉の発達段階

と{アヒル歩吉〉

(図A):蹄据付

での横への移動

は、カニさん番

き 段階3で開

始されます。持

続は困難で、 前

方化L、立ち上

がってしまいま

すが、アヒル歩

き段階6と対

応しています。

前方移動では腰

ア ヒル歩きとカこさん歩きの発達連開。

• 

脚・同側上肢前腕の囲外(岡4)、遊

離脚 ー足関節底屈(同5)、 同 足 指

底屈(同 6)がそれです。遊離脚末端

部への底回制御は.共同運動の流れ

に則った 「前向き制御Jとして、き

一一一一一一一一一「 わめて合理的で

す。こうした制

御が、足関節底

屈位からの立ち

直りが安定する、

アヒル歩曹・段

階6以上で可能

になるとL、うの

会
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ア ヒル歩きと箸・スプーンの発達連開。
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